
１　業務名：

２　所属事務所等：

３　方式：

４　公示日：

５　特定通知日：

技術提案書提出者 特定の有無 特 定 さ れ な か っ た 理 由

令和７年度九州管内港湾に
おける自動係留装置導入の
有効性に関する検討業務エ
コー・日本海洋科学設計共同
体

○ －

A社 ×
貴社については、配置予定管理技術者の経験及び能力、評価テー
マにおいて、他社が優位であると判断したため、非特定としたもの
です。

プロポーザル方式における特定結果書

令和７年度九州管内港湾における自動係留装置導入の有効性に関する検討業務

港湾空港部

簡易公募型プロポーザル方式

令和7年4月2日

令和7年5月28日



プロポーザル評価表

１．業　務　名　： 令和７年度九州管内港湾における自動係留装置導入の有効性に関する検討業務

２．所属事務所等：港湾空港部
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調達案件番号 2102090010220240094

調達案件名称 令和７年度九州管内港湾における自動係留装置導入の有効性に関する検討業務

担当者 経理調達課長

開札執行日時 令和07年06月12日 15時35分

見積結果 業者決定

理由

執行担当 橋本　光広 15:38:14

立会担当 野田　勘太 15:39:38

予定価格 14,040,000 円 （税抜き）

　 　 1404万 円 （税抜き）

調査基準価格 　 0 円 （税抜き）

　 　 0 円 （税抜き）

最新更新日時 2025.06.12 15:40
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摘要

1
令和７年度九州管内港湾における自動係留装置導入の有効性に関する検
討業務エコー・日本海洋科学設計共同体

14,040,000 ○ ○   ○  

見積結果登録


